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被災地だけの問題ではない災害時避難

①身体的な問題
・２階に行くことができない要介護者の存在
・真備町死亡者51人のうち、災害時に支援が必要

な避難行動要支援者は42人(倉敷市の要支援者
名簿に登録)

・51人のうち43人が屋内で発見、うち42人が住
宅1階部分で発見(平屋21人・2階建以上21人)

②情報活用の問題
・高齢者にはインターネット、SNS、テレビの

データ放送などに対応できない人がいた
・警報や避難に関する情報が多様化していて、理

解できないまま災害に巻き込まれた

③地域力の問題
・人口減少や高齢化の中、独居や高齢夫婦世帯に

対して、地域を挙げての安否確認や避難誘導が
なかなかできなかった

・声がけで多くの住民が避難した一方で、地域の
セーフティネットから漏れてしまった人がいた

→災害後にも①～③が問題になっている



岡山県『平成30年7月豪雨災害での対応行動に関するアンケート』(2018年11月～12月、岡山県の「被災者台
帳」に登録されている全6,644世帯に調査を実施、有効回答 n=3,765 (有効回収率56.7％))

Ohtomo, Kimura and et.al.(2019) The Determinants of Residents’ Evacuation Behavior in the Torrential 
Rain in Western Japan in 2018: Examination of Survey Data of Victims in Okayama Prefecture, J. of 
Disaster Research, 15(7), pp.1011-1024

Table 1 Cross table of evacuation behavior by the levels of housing damages
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全壊 34% 9% 21% 7% 21% 8%

大規模半壊 33% 6% 25% 10% 14% 12%

半壊 26% 9% 25% 6% 24% 10%

一部損壊 53% 0% 27% 7% 13% 0%

全壊 20% 8% 21% 9% 30% 11%

大規模半壊 21% 7% 24% 10% 21% 16%

半壊 21% 8% 24% 8% 30% 9%

一部損壊 13% 13% 38% 13% 13% 13%
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家屋被害

避難行動

大雨警報時

χ
2
(15) = 29.71, p  =.013

家屋被害が生じた地域の住民の場合でも、大雨特別警報から避難指示(緊急)へ状況が悪化すること
で、避難行動を全く取らない割合は減るものの、特に行動しない人が一定数存在している

家屋被害がある世帯でも避難行動とらず

事態の悪化
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Ohtomo, Kimura and et.al.(2019)

図の読み方：数値が大きい＝避難した
人へ大きく影響を与えた理由



「自然」が変わってしまった今、

「個人・組織・社会」も変わらなければならない。

• 自分たちに身近なこととして、自分たちに引き付
けて考えること

• ある事柄について、それが自分たちに直接関係す
ることでなくても、それが自分たちそのもののこ
とのように意識すること

• ２１世紀前半は地震・異常気象などの「大災害時代」になる

• これからを生きる人々にとって、災害は「めったに起きない
もの」ではなく「頻繁に発生し、その度に命を脅かすもの」
という認識を持つべき

「わがこと意識」（⇔他人事）



二段階で「わがこと意識」を上げる

１．住民１人１人に対する働きかけ

２．地域の防災活動の中核的人物への働きかけ

・ハザードマップ等による災害理解・危険認識

・かさ上げ、家電・家具の浸水対策、安全確保行動基準の決定、避難場所・経

路の確認、土のう・止水板・非常持出袋・非常食等の準備などの災害対策

・共助で地域を守るための地区防災計画等の計画づくり

・本部立ち上げ、情報収集、避難

呼びかけ、避難行動支援、安否

確認、救助救出、物資調達、避

難所開設・運営等の災害対応

地区防災計画

かけつけた人から
最も必要な役割を指定
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